
  

第１編 遊漁船海難の分析 

第１ 遊漁船海難の発生状況 

１ 海難発生の動向 

理事官は、自らのほか、海上保安庁、管海官庁、警察官及び市町村長並びに外国に駐在

する領事官から報告を受けて認知した事件を直ちにその事実を調査し、証拠を集取して、

海難審判によりその実態を明らかにし、原因を究明する必要があると判断したもののみを

地方海難審判庁に対して審判開始の申立を行う。 

ここでは、理事官が認知した遊漁船の海難発生件数及び隻数を平成３年から同 12 年まで

の 10 年間の推移並びに各年の遊漁船の総隻数からその発生率をみた。 

 遊漁船海難の発生隻数をみると平成６年の 105 隻がピークで、その後、各年 60 隻台で横

ばい又は漸減の傾向で推移している。 

 また、水産庁・(社)全国遊漁船業協会発表の「遊漁船業統計表」から遊漁船（「主として

船釣」）の総隻数と遊漁船海難発生隻数との関係から、その発生率をみると平成６年は、

0.28％と最も高く、10 年間を平均すると 0.21％となる。 

図１－１ 発生件数及び隻数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 平均

全体隻数 12,257 11,900 11,360 10,032 9,907 9,436 8,881 8,144 7,743 7,599 9,726

全体件数 10,207 9,962 9,743 8,535 8,498 8,190 7,703 7,081 6,628 6,442 8,299

遊漁船隻数（Ａ） 78 81 95 105 73 69 60 84 70 64 78

遊漁船件数 72 78 86 95 67 64 56 76 65 59 72

0.22 0.22 0.25 0.28 0.20 0.19 0.16 0.23 0.19 0.17 0.21

35,971 37,645 37,970 37,141 36,440 36,773 36,813

発生率 （Ｂ／Ａ×１００）％

37,280 37,443 37,02636,787
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２ 事件種類別の発生状況 

 海難の発生状況を事件種類別にみると、表１－２のとおり、衝突が 503 隻（64.6％）と

最も多く、次いで遭難、乗揚、死傷等の順となっている。 

表１－２ 事件種類別の発生隻数の推移 

（単位：隻） 

 

３ 死亡、行方不明、負傷者の発生状況 

 死傷者数の推移は、図１－３のとおり、平成４年の 69 人がピークで、最近３年間をみる

と 40 人程度で推移している 

（１） 死亡、行方不明、負傷者の推移 

図１－３ 死傷、行方不明者の推移
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（２） 死傷者の発生率の推移 

遊漁船海難に伴う死傷者の発生率をみると図１－４のとおり、平成４年には、１隻の事

故当たり 0.85 人が死傷等を被っている。平均は 0.56 人／隻となっている。 

全船種における死傷者の平均発生率は 0.06 人／隻となっており、遊漁船は全体平均より

約９倍高い。さらに、船種別に比較するとプレジャーボートの発生率とほぼ同レベルとな

っており、遊漁船は、プレジャーボートと並んで死傷者等の発生率が高いことを示してい

る。 

図１－４ 死傷者の発生率の推移 

 

3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 平均
0.05 0.05 0.06 0.06 0.07 0.06 0.06 0.07 0.07 0.08 0.06
0.03 0.09 0.09 0.08 0.24 0.08 0.08 0.10 0.06 0.05 0.09
0.03 0.01 0.02 0.01 0.01 0.01 0.02 0.01 0.01 0.01 0.02
0.10 0.10 0.12 0.13 0.13 0.14 0.14 0.16 0.17 0.21 0.13
0.52 0.50 0.35 0.49 0.61 0.52 0.68 0.50 0.46 0.58 0.53
0.38 0.85 0.67 0.46 0.45 0.65 0.42 0.48 0.60 0.61 0.56
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